












研究目的 

 いわゆる小児心身症ともいうべき患児が一般小児診療の中に占める割合が次第に増加し

てきたが,これが社会・家庭環境の変化,親の育児行動の崩壊に伴う現象としても,その早急

な発見・治療の要求に対して簡単に引き受けられないのが小児医療現場の意見で,多くは数

少い小児精神科医,児童相談負などにこのことを委ね,長期間の待機を余儀なくされ,解決

をみぬままにあらゆるわらをも掴む気持でさまよう親子に悩むことが屡々である。 

 小児科医は本来,子どものほんの小さな問題にも耳を傾け,適切な援助をさしのべる立場

にあり,特に親(母)という介体を通して間接的な解決への働きかけをするのを仕事として

おり,特に心身症的要素の強い場合には正確な問題状況把握に努め適切な方向づけをする

必要があると考え,ここ数年その要求に出来るだけ応じ,その方法を模索してきた。その経

験から私案を報告し,批判を仰ぎたい。 


